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雪氷緊急体制導入への提言
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1:はじめに

豪雪や暴風雪の場合、米国やカナダでは、スノーエマージェンシー (雪氷緊急体制)力t宣

言され、平常時の都市機能や制度の運用を変えて、雪害による社会的損失を最小限にする体制に入

る場合のあることが知られている。

これまで、話題提供されることはあっても、日本でこうした制度の導入可能性を、本略的

に検討したことは無かった。大規模雪害の場合、社会的影響を最小限にする一手法として、北海道

でも、導入を真癸‖こ考えるべき時期であることを提言する。

2:背景と導入事例

近年の気象災害の特徴は、降雪や降雨などの時間的・空間的な偏りが大きくなっているこ

とである。本州各地でも近年、大雨記録が更新されているが、北海道のこの一年を振り返っても2003

年 9月 、日高の集中豪雨やη

“

年 1月や2月 の道東大雪害など、そうした傾向は今後も増えると

思われる。施設・設備による防災対策に加えて、社会システムの運用を変えることで、災害を最小

限にする工夫が必要であり、社会的影響を、より少なくできる余地は、あると考える。

こうした減災の考えは、大規模地震への対処として、中央防災会議などから提言されてい

るが、地震よりは過かに予報精度が高い、大規模雪害でこそ本格導入を検討すべきではないだろう

か。日本では、雪氷緊急体制の適用事例が無いが、カナダや米国では導入されてから年数も経ち、

社会の危機管理システムとして定着している。そうしたことに注目した、時代に先駆けた調査事例

を表-1、 2に示す 1)。

これらは伊藤・原がまとめた米国とカナダの各都市における、雪氷災害時の具体的取り

組みである。雪氷災害時は、殆どの都市で路上駐車が厳しく規制されるほか、自家用のみならず商

用車にも規制が及ぶ。私自信も何度か、ワシントンD・ Cで雪による非常事態体制の実態を見たこ

とがある。
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前日の予報で、学校や博物館、連邦、州劇有等の諸機関は閉庁となり、特別

体制で市民へ情報を流し続けるテレビ局の Stonn Dcskは 、緊急要員以外は、外出を控えるよう、

また、詳細な注意事項を繰り返し市民に呼びかける。緊急用 (Emcrgcncy)道路への車両放置には、

llxlドルの罰金を課し、どこに車をもっていかれてどうなっても抗議できない事になっていた。一

方、災害弱者救援のため、4輪駆動車を持っている人に協力を呼びかけるなど、社会の総力を挙げ

た対策を機能させようとしていた。私たちが小学生のころ札幌でも、大雪などには集団下校があっ

た。上級生が下級生を導く訓練は防災以上の意味があったと思う。雪だけに限らず、自然災害に対

して人知は万能ではない。自然は私たちに、社会全体の成熟度を問いかけている。機械力や施設の

充実だけで対処できると考えるのは傲慢である。社会的連携を強め、被害を最小限にするのは、情

報の共有に支えられた日常的に培われた相互信頼だと思う。

アンカレッジ 〈米国)

レー トフォールズ (米国

ツル トレイ ク シテ ィ (来 ロ

デンバー (米国)

リンカーン (米国)

ミルウォーキー (米国)

コ llン バ ス (米国 )

ドモントン (カ ナ

ルガリー (カ ナ

ウィニベグ (カ ナダ)

オタワ 〈カナダ)

表-1,雪による緊急災害時の報道、医療、公共サービス

椰市
都市 名

車両および行動規制 除 彗

自家用

車両規樹

高月

車両規制
駐 車規制

市民行動

規制
除■ 方法

除書の

優先順位

除雪機械

人員配置

除 彗機構

人員格強

方法

1 アンカレッジ 〈米国 ) ● ● 0 0 0 0 ●

2 グレートフォールズ (米国 ● 0 ● ●

3 ツル トレイクンティ 〈米ロ ● ● 0

4 デンバー (来口) ● ● 0 ● 0 0

5 オーロラ (米国) ● ● ● X 0 0 0 0

6 リンカーン (米国) ● ● 0 ● ●

7 ミルウォーキー 〈米国) 0 ● ● 0

8 コ●ンバス (米国 ) ● ● 0 0

9 ボストン (米国) ● 0 0 ● ● ● 0

エ ドモントン (カ ナダ) 0 ● 0 0 0 ●

カルガリー (カ ナダ) 0 0 無回答

ウィニペグ 〈カナダ) ● ● 0 0

オタワ (カ ナダ)

● : × :

表-2,雪による緊急災害時の車両や行動規制、除雪体市1
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3:雪氷予報の紹介
図-1、 図-2は 2CM年 1月 の道東雪害時における風速及び降雪深の予報の例である。これら
の予報は、気象庁の数値予報を基に気象予報士が予報対象地域における気象特性を考慮して予報し

ている。

風速の予報についてみると、時間変化傾向及び風速値共に予測値は実況値と良く一致している。

降雪量の予報についてみると、1月 13日 18時～1月 14日 18時における網走管内 7地点の予報

は 43～64cmで、地点間の差は小さい (メ リハリがない)。 一方実況では、雄武・網走 。斜里では

2Ch以下であり、予測はかなり安全債1である (強風のために雪が吹き飛ばされて観測できていな
いことも考えられる)。 自滝・留辺薬・北見・津別では予測と実況が良く一致している。

ここでは一例として雪氷予報を紹介したが、予報の表現をわかりやすくすることなどの工夫によ

り、雪氷緊急体制に向けてこれらの雪氷予報を有効に活用することができる。

図-1.風速予測の例 (節
“

年 1月 13日～16日 、予測対象 :北見)

予測 (1月 13日 16時発表)

図-2.降雪深予測例 (m“ 年 1月 13日 18時～14日 18時の 24時間累計降雪厠
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4:北海道版、雪氷緊急体制に向けて

η

“

年道東大雪害では、幸い、雪に閉じこめられた車の中で人の命に関わる被害は無かっ

たが、過去には排気ガスなどが原因で人的被害に及んだ事例がある。

また、通行止め解除準備の際、吹きだまりの雪で被われた車の排除作業が無ければ、作業の安全性

や効率も増し、通行止め解除を、より的確に予告できる。

幹線道路では、物理的に車が動けなくなる前に規制できるよう提案したい。それを可能に

するため、大雪予報を活用し、個人や法人レベルでも燃料や食料を補充し、緊急以外の外出を避け

たり、隣近所が助け合う工夫はできる。これら一連の準備は、北海道にも無関係ではない大規模地

震や火山災害など、雪以外の大規模災害対策にも応用でき、地域の防災力を高める事力測待できる。

除雪の障害になることはもちろん、有効幅員を狭め都市機能麻痺の要因となっている冬の

違法駐車に、私たちはあまりに寛大すぎないか? 特に、大雪の時の幹線道路に対しては、北米の
徹底した駐停車禁止PRと罰則規定の厳しい運用を提案したい。それらを実現するために必要だと
思われることは、

1

2

3

4

などである。

気象・道路情報関連

時間的・空間的分解能や精度について、技術的到達点の明確化

各種事前規制により得られる利点と損失の推定

1:と 2:を社会的共有情報とした、各種意見交換

地域、期間や内容を定めて試行しながら議論を重ねる
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